
 
 

 

 

GerbTool/VisualCAM 

ガーバーデータからネットリスト 

ガーバーデータから実装データ作成について 

 

 

プリント基板のアプリケーションでは、ガーバーデータからネットリストや実装データを作成する必

要があります。  

この資料は GerbTool ファミリである VisualCAM ソフトウェアでのガーバーデータからネットリス

ト生成と実装データを作成する手順を記載しています。 

GerbTool は日本で広く使用されている CAM ソフトウェアです。 GerbTool 製品には ４種のパッケ

ージがあります。GTコミュニケータ、GT インスペクタ、GT デザイナ、VisualCAM の 4種。この中の

VisualCAM は、すべての機能を持つ GerbTool ファミリの最高クラスのソフトウェアです。 
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 VisualCAM 2 

１.データインポート 

メニューFile/importからガーバーデータとドリルデータをインポートします。 

ここでインポートするデータは、ガーバーデータ以外のソルダーレジストデータおよびシルクデータ

も一緒にインポートすることをお勧めします。 

 

２. レイヤータイプ設定 

インポートしたすべてのレイヤーにタグを付けます。  

画面左レイヤーリストに表示されている各レイヤーを選択し、右クリックメニューから設定するタイ

プを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
 

3 VisualCAM 

３.パッドをフラッシュへ変換 

データを正しく認識させるには、ドローデーターをフラッシュデータへ変換することが重要です。 

VisualCAMでの変換は自動または手動で行うことができます。 

 

メニューTools/ Convert /Drawn Pads /Automatic選択します。 

Automatic Drawn Pad Conversion 画面が開きます。 

Control Layerへ編集するレイヤーを設定(ここでは、SolderMaskレイヤー) 

Conversion Layerへ変換先のレイヤー(Topレイヤーまたは Bottomレイヤー)を設定します。 

 

画面にある他の設定は、デフォルトのままで使用ください。【OK】ボタンをクリックします。 

画面下部にあるステータスバーに、進行状況を報告するメッセージが表示されます。 

  

 

 

変換が完了すると画面にはパッド数が表示されます。 

 

 

 

SolderMask レイヤー 

変換されるレイヤー 



 

 VisualCAM 4 

Bottom レイヤーも同様にして変換します。 

Control Layerへ編集するレイヤーを設定(SolderResistMask Bottomレイヤー) 

Conversion Layerへ変換先のレイヤー(Bottomレイヤー)を設定します。 

 

全てのパッドが変換されるまで繰り返します。 一部のパッドが自動的に変換されない場合は、 

メニューTools/Convert Drawn Pads / Select Draws を選択、ドローデーターを選択し変換します。 

 

 

変換結果 

変換前 

 

変換後、ドローデーターがフラッシュデータへ変換されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
 

5 VisualCAM 

４.部品の認識 (部品自動認識) 

VisualCAM では部品を認識する方法がいくつかあります。 

標準で使用されているパッケージからの認識、IPC-D-356データからの認識、使用しているフットプ

リントから認識する方法があります。 

フットプリントから認識する方法では、特別な知識を必要とせず、初心者にも適しています。 

 

メニューAssembly/Parts/ Identify using/Select FootPrintを選択します。 

 

 

上記画面にて【OK】をクリックします。 

 

  
注意：部品に属する箇所のみ選択します。(必要であれば[Select Filter ]を使用します。) 
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部品すべてのパッド (ピン) を選択したら、INSERT または END キーを押します。 

インフォメーション画面にてフットプリントの情報を入力し、部品のタイプを表面実装(Surface 

Mount)またはスルーホール(Thru Hole)から選択します。 

 

 

【OK】をクリックします。 

 

部品の名称、型番、接頭辞、他情報を入力します。入力後【OK】をクリックします。 

 

 

 



 

  
 

7 VisualCAM 

 

情報画面にてこの部品に対応するシルク名を入力します。【Yes】をクリックします。 

一つの部品認識が終了しました。 類似の部品が存在する場合は、それらを認識しますので、上記の

ように関連情報を入力します。 
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[Keep pins in selected order]  にチェックが入っている場合、パッド (ピン) は選択された順に

ピン番号が付けられます。必要に応じて、メニューAssembly /Setup Foot Print libraryからピン

番号を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
 

9 VisualCAM 

５.部品実装データのエクスポート 

すべての部品が完了したら、実装データをエクスポートします。 

メニューAssembly/Parts/Bom Reportを選択します。 

 
【Export Centroid File】をクリックします。 

 

Centroid File にエクスポートするフォーマットとコラムを選択し、【OK】をクリックします。 

部品実装データファイル(Centroid File)がエクスポートされます。 
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６.ネットリスト生成 

メニューTools/ Netlist/Generate を選択します。 

 

 

Thru-hole Drill Layer の設定を確認し、【OK】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
 

11 VisualCAM 

７.IPC D- 356 ネットリストエクスポート 

メニューFile/Export/IPC-D356を選択します。 

 

ファイル名を確認し【OK】をクリックします。 
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８. IPC-2581 ネットリストエクスポート 

 VisualCAM では IPC-2581フォーマットのエクスポートが可能です。 

メニューFile/Export/IPC- 2581 を選択します。 

 

ネットリストは以下のサンプルのように生成されます。   

<LogicalNet name="1"> 

                    <PinRef pin="14" componentRef="IC4" /> 

                    <PinRef pin="2" componentRef="VR2" /> 

                    <PinRef pin="3" componentRef="VR2" /> 

                    <PinRef pin="2" componentRef="C4" /> 

                    <PinRef pin="14" componentRef="IC4" /> 

                    <PinRef pin="2" componentRef="VR2" /> 

                    <PinRef pin="3" componentRef="VR2" /> 

                    <PinRef pin="2" componentRef="C4" /> 

                </LogicalNet> 

                <LogicalNet name="2"> 

                    <PinRef pin="11" componentRef="CN2" /> 

                    <PinRef pin="9" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="11" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="13" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="15" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="9" componentRef="IC11" /> 



 

  
 

13 VisualCAM 

                    <PinRef pin="11" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="13" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="15" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="5" componentRef="IC10" /> 

                    <PinRef pin="7" componentRef="IC10" /> 

                    <PinRef pin="11" componentRef="CN2" /> 

                    <PinRef pin="9" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="11" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="13" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="15" componentRef="IC12" /> 

                    <PinRef pin="9" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="11" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="13" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="15" componentRef="IC11" /> 

                    <PinRef pin="5" componentRef="IC10" /> 

                    <PinRef pin="7" componentRef="IC10" /> 

                </LogicalNet> 

                <LogicalNet name="3"> 

                    <PinRef pin="10" componentRef="CN2" /> 

                    <PinRef pin="8" componentRef="IC10" /> 

                    <PinRef pin="10" componentRef="CN2" /> 

                    <PinRef pin="8" componentRef="IC10" /> 
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